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虫垂粘液球症を伴 う虫垂粘液裏胞腺癌の 1例

諸冨 嘉 樹

上回 祐 造

結  言

虫 垂 粘 液 球 症 ( m y x o g l o b u l o s i s ) は粘 液 瘤

(mucocele)の特殊型で,虫垂内腔に半透明の真珠様の

カエルや魚の卵に似た粘液球をつ くってお り,frog‐

eggま たは ish‐egg mucoceleと もよヤゴ才して、、る。

粘液球症は1897年Lathanが 最初に記載 し,1914年

Hansemannに より命名されたが1ち
本邦では1910年佐

藤が報告して以来約50例と数少ないか。塩川め,池内らり

によると1万 ～30万の虫垂切除に 1例 みられるとい う

まれな疾患である。

われわれは虫垂粘液球症を伴った虫垂粘液嚢胞腺癌

の症例を経験 したので報告する。

症  例

患者 i36歳,会 社員.

主訴 :注腸検査による回盲部腫瘤陰影.

家族歴 :特記すべきことなし.

既往歴 :31歳時十二指腸潰瘍.

現病歴 :1987年2月 9日 何ら誘因なく左側腹部に鈍

痛を来 したが, 3日 間で消失した。近医を受診し注腸

検査にて回盲部腫瘤を疑われ当科に紹介された。

入院時現症 i vital sign正常で,腹 部 も軟 らか く圧

痛,筋性防御などは認められず,腫瘤も触知されなかっ

ブこ.

臨床検査成績 :検血,生化学,検尿などに異常なく,

血中CEAも 1.2ng/mlと正常を示した。

<1989年 9月 19日受理>別 刷請求先 i諸冨 嘉 樹

〒76107 香 川県木田郡三木町池戸1750-1 香 川医

科大学小児外科

国立福山病院外科

桑田 康 典  藤 井 一 郎  柏 原 螢 爾

寺沢 明 夫  檜 垣 健 二

A CASE REPORT OF THE MUCINOUS CYSTADENOCARCINOMA OF THE

APPENDIX VERMIFORMIS WITH MYXOGLOBULOSIS

Yoshiki MOROTOMI,YasunOri KUWATA,Ichirou FUJII,

Etti KASHIHARA,Yuzou UEDA,Akio TERAZAWA

and Kenji HIGAKI

Sugery,Fukuyama National Hospital

索引用語 :虫垂粘液球症,粘 液瘤,虫 垂粘液要胞腺癌

注腸検査所見 :虫垂は造影されず,盲腸内側で Bau_

hin弁 の尾側に立ち上が りのなだらかな半球状隆起性

病変があ り,そ の表面は平滑で漬瘍性変化は認められ

なかった (図 1).

大腸内視鏡所見 :盲腸に半球状隆起性病変を認め

た。表面粘膜は平滑でびらん,漬 瘍はなく色調は周辺

図 1 注 腸造影所見 :Bauhin弁の尾側に半球状隆起

性病変を認める。虫垂は造影されず.
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図2 大 腸内視鏡所見 :盲腸に半球状隆起性病変を認

める.表 面は平滑で色調の変化を認めない。

図 3 CT所 見 :回盲部に襲胞状の橋円形腫瘤陰影を

認める。

粘膜 と同様であった (図 2).

Computed tomography所 見 :右腸腰筋側で回盲部

と考えられる部位に裏胞状の精円形腫瘤影が認められ

た (図3).

以上より,盲 腸粘膜下腫瘤あるいは虫垂粘液瘤の疑

いで手術を施行した。

手術所見 t1987年 4月 27日手術を施行した。右傍腹

直筋切開にて開腹するに,腹 腔内には,腹 水やゼ リー

様物質は認められなかった。虫垂は把指頭の大 さで

ソーセージ様に緊満 していていたが,周 囲への癒着は

なく炎症所見も認められなかった。粘液瘤 と考えて虫

垂根部 より盲腸壁を一部含めた虫垂切除術を施行 し

亨ti.

切除標本肉眼所見 :虫垂は8.5×2.Ocmと 腫大緊満

し,盲 腸 との交通は認められなかった。切開すると直

径3～5mm大 ,自 色球形の軟らかいカエルあるいは魚
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切除標本肉眼所見 :虫垂は85× 2 0cmと 腫

緊満し,先 端に切開を加えると粘液球がみられ

図5 切 除標本肉眼所見 :虫垂内腔には直径3～5mm

大,自 色球形の軟らかい粘液球が220個認められた.

盲腸との交通はみられなかった。

の卵状の粘液球が220個とゼ リー様物質が少量認めら

れた。膿や糞石は認められなかった。害J面で虫垂 口側

は完全に閉塞していたが,腫 瘤形成はなく壁は全体に

肥厚していた。粘膜面は平滑で粘液をいれた直径5mm

大の自色調の壁内嚢状変化を多数認めた (図4, 5)。

病理組織学的所見 :虫垂粘膜の一部に粘液産生型の

上皮がみられ,壁 内および奨膜まで粘液貯留がみられ

る.腫 瘍細胞は異型性が少なく粘液産生の強い管状,

乳頭状増殖部 (図 6)と 異型性の強い重層性増殖部 (図

7)が みられた。悪性の所見として粘液産生の強い腫

瘍細胞の奨膜下層への浸潤がみられる(図8).以 上よ

りよく分化 した虫垂の adenocarcinomaと診断 され

ツ【=.

術後経過 :初回手術後経過良好で14日日に退院 し

た。退院後に前述の病理組織検査結果を得たので low
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grade malignancyと判断し,初回手術後40日目に回盲

部拡大再切除, リンパ節郭清を施行した。癌遺残, リ

ンパ節転移は組織学的にも認められず,再 手術後再発

の兆しなく社会復帰している.

考  察

虫垂粘液球症は本邦では佐藤 (1910)つの報告以来文

献的に約50例みられているり.虫 垂粘液球症の発生機

転についてはなお十分に明らかにされていないが,粘

液瘤の変形であることについては意見が一致 してい

る。

粘液瘤の発生条件分り的としては,(1)虫 垂内腔の完

全な閉塞,(2)粘 膜が分泌機能を有すること,(3)内

腔に糞便がなく無菌であることがあげられる。また粘

液小球体の発生機序 としてはいくつかの説があるが,

粘液中の修様物質が凝集し粘液塊をつ くり, これに剣

離上皮, リンパ球が加わ り固 くなり虫垂の自動運動に

より球体 となるという説が有力と思われる。

粘液瘤を形成する虫垂病変 として臨床病理学的に次

の 3つ に分類されている6ン).

(1)mucosal hyperplasia:異 型上皮はない。

(2)mucinous cystadenoma i異 型上皮を認め,内

腔の著名な拡張がある。

(3)mucinous cystadenocarcinoma:腫 瘍 性 の粘

液産生細胞の間質浸潤や腹膜への播種が認められる。

本症例は (3)に 該当するが,(2)と (3)は 臨床

上,X線 検査上,肉 眼所見上では通常区別ができない。

腫瘍性細胞の間質への浸潤,虫 垂外への播種 したムチ

ン内に上皮が存在することにより区別 され,malig‐

nant mucoceleと も称 される的.虫 垂粘液菱胞腺癌

(mucinOus cystadenocarcinOma)の経過に関しては,

粘液産生の元進により虫垂破壊を来 し腹腔内に破れ腹

膜偽粘液腫を形成することが特徴とされているが,遠

隔転移を来たす症例り1いもまれにあると報告されてい

る。よって治療は虫垂部分切除でもよいとされている

が11ち遠隔転移の報告 もあることから,low grade

malignancyに 準 じて回盲部切除の必要があると考え

る。

結  語

虫垂粘液球症を皇する虫垂粘液菱胞腺癌の報告はわ

れわれの検索 した限 りでは見当たらず,本 症例はまれ

な症例であ り,若 千の文献的考察を加えて報告 した。

稿を終えるにあたり,御 指導を賜 りました岡山大学第 2

病理学教室,元 井 信 先生に深謝いたします。

図6 病 理組織学的所見 1粘液産生性の強い腫瘍細胞

の管状,乳 頭状増殖がみられる。異型性は少ない。

(H.E ×100)

図7 果 型性の強い細長い腫瘍細胞の重層性の増殖が

みられ,粘 液産生細胞を少数含む。(H.E.×40)

図 8 subserosaには粘液産生細胞の浸潤が見 られ

た。(H.E.×400)
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